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仕上表

屋根

柱

基礎

t=0.35カラーガルバリウム鋼板

120×120（防腐材注入剤）

コンクリート打放し

仕上げ

工事写真 着工前及び各工程毎の工事状況に応じ撮影する。

工事写真の撮影は、「国土交通大臣官房官庁営繕部監修工事写真の撮り方」、北海道建設部監修「営繕工事記録写真撮影要領」によ

着工から完成引渡までの間を契約金額に相当する保険に加入するものとする。

施工体制台帳 建設業法に基づく施工体制台帳を作成し、施工管理体制に関する事項を監督員に提出すること。（対象工事：請負金額250万円以上の全工事）

また、施工体系図を工事標識に掲示しなければならない。

建設業退職金共済制度 工事現場には「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識を掲示する。

使用材料 使用材料については、特に指定のあるものについては、それと同等以上の性能を有するものを使用のこと（監督員が承諾したものを含む）。

化学物質等安全データシート 工事に使用する塗料、シーリング材は当該製品の製造所が作成した化学物質等安全データシート（MSDS）を提出すること

一般共通事項

火災保険等

・請負人は、着工後速やかに公衆の見やすい場所に工事標識を掲示する。安全対策、その他

（リサイクル法）、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令及び「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に処理する。

発生材の処理等は、「建設工事に係わる資材の再資源化に関する法律」（建設リサイクル法）、「資源の有効な利用の促進に関する法律」産業廃棄物の処理

下請選定及び資材調達 下請選定に際しては極力地元業者選定に努める。使用資材については、極力地元業者での購入に努める。

・敷地内通路は、トラックの乗り入れ可能である。

・施工に関して、受注者作業場にて、基礎及び軸組等の製作を行い、現場での作業は掘削及び据え付け程度とする。

・工事用水、電気については既存施設利用できない。

・工事着手は、パークゴルフ場のシーズンオフからとする。

・その他不明な点は監督員と協議の上施工に当たること。

工事概要

■直接仮設工事 ・脚立足場

■屋根工事 ・t=0.35カラーガルバリウム鋼板張り

■その他 ・木造アラワシ部分は、全て木材保護塗料塗り

特記仕様書

特記仕様書に記載されていない事項については、

工事名

工事場所

総則

工事概要

ルルマップ自然公園ふれらんどシェルター新築工事

恵庭市西島松268-1、268-2、272-1、273-1、273-3、274-1、274-3、
274-4、274-6、275、276-1、276-2、278

シェルター（5棟）の新築工事を行うものである。

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「標準仕様書」最新版による。

・同じ建物5棟を新設

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「木造建築工事標準仕様書」最新版による。

・建物配置については、現地にて監督員立会いの上、事前に確認及び了解を得る事。
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全体配置図、配置図 A1

A3

S=1/100、1/1000

S=1/200、1/2000
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1級建築士事務所（石）登録884号

1級建築士第295957号  中原�茂人
ルルマップ自然公園ふれらんどシェルター新築工事

仕上表、求積図、面積表

附近見取図

付近見取図
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面積表

棟番号 建築物 1階床面積 2階床面積

シェルター 33.75

延べ床面積建築面積

（㎡）

33.75

小  計

小  計

センターハウス（事務所）⑦

⑥

倉庫 97.20 97.2097.20

合  計 516.22 461.14 484.09

200.88

新

築

既

存
171.72 171.72

33.75

24.8524.85 24.85

敷地面積 122,519.50

基礎 コンクリート打放シ

仕上表

⑧

ｱｰﾄｳﾞｨﾚｯｼﾞｾﾝﾀｰﾊｳｽ（事務所） 59.94 59.9485.86⑨

22.95

柱 120×120（防腐材注入剤）、木材保護塗料塗

⑩ 石造倉庫 73.68 96.6373.68 22.95

491.37 436.29 459.2422.95

⑤ 4.974.97

④ 4.974.97

③ 4.974.97

② 4.974.97

① シェルター1 4.974.97

シェルター2

シェルター3

シェルター4

シェルター5

屋根 垂木アラワシ:45×105@450木材保護塗料、
t=12針葉樹合板（特類）、アスファルトルーフィング940、
ガルバリウム鋼板t0.35�防水蟻掛葺き

構造 木造

工事概要

階数 平屋建て

用途 休憩所の上屋

棟数 5棟

N
申請場所:恵庭市西島松268-1、268-2、272-1、273-1、273-3、274-1、274-3、274-4、274-6、275、276-1、276-2、278

求積図� S=1/100

シェルター

※5棟全て同じ

建築面積・床面積
2.73×1.82=4.9686=4.97㎡

4.97

4.97

4.97

4.97

4.97

柱脚 コンクリート打放シ ①~⑤

①~⑩

⑥~⑩
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界
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大サイロ

駐車場

小サイロ

P1

駐車場

⑥既存建物（シェルター）
⑩既存建物（石造倉庫）

⑨既存建物
（アートヴィレッジセンターハウス.事務所）

⑦既存建物
（センターハウス.事務所）

⑧既存建物
（倉庫）

全体配置図� S=1/1000

①申請建物（シェルター1）

②申請建物（シェルター2）

⑤申請建物（シェルター5）

③申請建物（シェルター3）

④申請建物（シェルター4）

N

※建物配置については、現地にて監督員立会いの上、事前に確認及び了解を得る事。
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平面詳細図 A1

A3

S=1/10、30、50

S=1/20、60、100
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立面図、断面詳細図
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柱 120×120(防腐材注入)
ﾌﾟﾚﾅｰ掛、出墨面取り

GL

柱ﾎﾞﾙﾄ締め（2か所）

水抜孔（2か所）

PL-6（溶融亜鉛メッキ）
ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部鉄筋通し孔（2か所）

ﾌｰﾌﾟ：□-D10@150

D10両端ﾌｯｸ付
（ﾌｰﾌﾟ下端に配置）

主筋（上下ﾌｯｸ）
D13

基礎イメージ図

基礎
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

GL

柱脚金物
BOX/PL-6（溶融亜鉛メッキ）
ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部鉄筋通し孔（2か所）
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※PLは、溶融亜鉛メッキとする

▽GL

柱脚 300×300
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ、金ｺﾃ
出墨面取り

柱 120×120(防腐材注入)
ﾌﾟﾚﾅｰ掛、出墨面取り

柱脚金物
BOX/PL-6（溶融亜鉛メッキ）

水抜孔（2か所）

基礎詳細 1/10

ﾎﾞﾙﾄ締め（2か所）

ﾌｰﾌﾟ：□-D10@150

柱脚金物
BOX/PL-6（溶融亜鉛メッキ）

ﾎﾞﾙﾄ締め（2か所）
A部

B部

PL-6差込み
（溶融亜鉛メッキ）

主筋：4-D13

ﾌｰﾌﾟ：D10 □ @150

PL固定筋
D10(2本)

柱脚�A部

柱脚�B部

PL-6差込み（溶融亜鉛メッキ）
柱脚金物抜け防止用
鉄筋通し孔（2か所）

柱脚金物抜け防止用
鉄筋D10

ﾎﾞﾙﾄ締め（2か所）

柱脚金物
BOX/PL-6（溶融亜鉛メッキ）

断面� D部断面� C部

C部

出墨面取り

出墨面取り

PL-6差込み（溶融亜鉛メッキ）
柱脚金物抜け防止用
鉄筋通し孔（2か所）

柱脚金物抜け防止用
鉄筋D10

D部

C部

天端水勾配

切込砂利
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▽最高高さ

▽GL

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.35 防水蟻掛葺き
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940
野地板t12 針葉樹合板（特類）
垂木:45×105@450
木材保護着色塗料ｸﾘｱ

3
10

断面詳細図(1) S=1/30

柱（防腐剤注入）
120×120
木材保護着色塗料ｸﾘｱ

溶融亜鉛ﾒｯｷﾎﾞｯｸｽ
柱埋込（ﾎﾞﾙﾄ締め）

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ出墨部は、全て面取りとする。
木材ｱﾗﾜｼ部分は、全て木材保護着色ｸﾘｱ塗りとする。
柱は、ﾌﾟﾚｰﾅｰ掛の上、出隅は面取りとする。

t=300切込砂利

水抜き孔

3
10

断面詳細図(2) S=1/30

柱（防腐剤注入）
120×120
木材保護着色塗料ｸﾘｱ

溶融亜鉛ﾒｯｷﾎﾞｯｸｽ
柱埋込（ﾎﾞﾙﾄ締め）

t=300切込砂利

ボルト締め

▽GL

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.35
下地板40×105
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3
10▽最高高さ

▽GL

3
10

平面図�S=1/50 屋根伏図�S=1/50

東西立面図�S=1/50 南北面図�S=1/50

※建物方位は、配置図による.
※建物配置については、現地にて監督員立会いの上、
事前に確認及び了解を得る事。

特記なきは下記とする。
・コンクリート：Fc=21N/mm2
・鉄筋：SD295
・基礎：300×300

基礎伏図�S=1/50 柱伏図�S=1/50

特記なきは下記とする。
・柱120×120
（防腐材注入材）

梁伏図�S=1/50

特記なきは下記とする。
・桁/梁：120×210
・垂木：45×105＠455
・野地板：t=12 針葉樹合板（特類）
・屋根板金吊子間隔�：@303 釘N50以上
・上記以外は、105×105

火打ち

束

▽最高高さ

▽GL

X1.2通軸組図�S=1/50 Y1.2通軸組図�S=1/50

方杖

火打ち120×210 105×180

105×180


